
　

大
竹
市
の
中
学
生
７
人
が
、
８
月
20
日

か
ら
３
泊
４
日
で
沖
縄
県
を
訪
問
し
ま
し

た
。本
事
業
は
、沖
縄
県
豊
見
城
市
と
大
竹

市
が
隔
年
で
お
互
い
の
中
学
生
を
派
遣
し
、

平
和
学
習
や
体
験
学
習
を
通
し
て
、
広
い

視
野
と
友
情
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。令
和
５
年
は
大
竹
市
で
、今
年

は
豊
見
城
市
で
受
け
入
れ
を
し
ま
し
た
。

〔
令
和
５
年
度
の
研
修
〕

本
研
修
【
10
月
７
日
〜
９
日
】

　

豊
見
城
市
の
団
員
を
迎
え
、
広
島
の
歴

史
や
文
化
、
原
爆
に
よ
る
犠
牲
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

〔
令
和
６
年
度
の
研
修
〕

事
前
研
修
【
６
月
〜
７
月　

全
２
回
】

　

交
歓
交
流
の
目
的
を
確
認
し
、
平
和
に

つ
い
て
考
え
、
沖
縄
で
の
あ
い
さ
つ
な
ど

の
役
割
分
担
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
前
研
修
を
通
じ
て
団
員
の
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

本
研
修
【
８
月
20
日
〜
23
日
】

　

沖
縄
の
歴
史
や
文
化
、
沖
縄
戦
に
よ
る

犠
牲
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
一

年
ぶ
り
に
再
会
し
た
仲
間
と
、
こ
の
夏
一

番
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

報
告
会
【
10
月
６
日
】

　

教
育
関
係
者
の
方
の
前
で
、
今
回
学
ん

だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い

　
「
交
歓
交
流
事
業
で
お
互
い
の
戦
争
に

つ
い
て
知
り
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
今
も
続
い
て
い
る
、
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
い
も
今
回
学
ん
だ
こ
と

の
よ
う
に
悲
惨
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う

の
か
と
思
い
、
何
も
得
を
し
な
い
無
駄
な

戦
い
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦

争
を
し
て
い
る
国
の
中
に
核
兵
器
を
持
っ

て
い
る
国
が
あ
り
、
そ
の
戦
争
や
核
兵
器

が
な
く
な
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
家
族
や
友
達

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」。

貴
重
な
学
び
を
絶
対
忘
れ
な
い

　
「
こ
の
２
年
間
の
交
流
を
通
し
て
、
戦

争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
深
く
学
び

ま
し
た
。
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
沖
縄
戦
の

過
酷
さ
、
そ
し
て
平
和
の
大
切
さ
を
心
に

刻
み
ま
し
た
。
ま
た
、
四
百
年
以
上
も
続

く
大
竹
和
紙
、
自
然
豊
か
な
大
竹
、
厳
島

神
社
な
ど
の
魅
力
、
そ
し
て
藍
染
め
の
き

れ
い
な
青
色
、
神
秘
的
な
玉
泉
洞
、
沖
縄

の
建
物
、
海
、
空
、
花
、
食
べ
物
、
魚
な

ど
の
多
様
な
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
」。

　
「
私
は
、
こ
の
貴
重
な
学
び
を
絶
対
に
忘

れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
原
爆
、
沖
縄
戦
、
広
島
、
大
竹
、
沖
縄
、

豊
見
城
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」。

平和
への

想
お も

い
問い合わせ
　生涯学習課　☎53-5800―広島・沖縄の戦争を通じて―

中学生
交歓交流
事業報告

海水浴

ひめゆりの塔見学

藍染め体験

次の募集は５月予定。対象は中学１・２年生。

平和祈念堂見学

事
前
研
修

出
し
物
企
画

宮島自由散策 平和記念資料館見学

めんそーれ 沖縄

令和６年度研修

令和５年度研修

よう来たね 広島

報告会（10月6日）

　

令
和
７
年
度
に
新
入
学
す
る
予
定
の
児

童
・
生
徒
で
、
入
学
し
た
い
学
校
が
選
べ

る
「
学
校
選
択
制
」
に
つ
い
て
、
申
し
込

み
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
請
期
間

　
11
月
１
日
〜
13
日

　

い
ず
れ
の
学
校
も
抽
選
を
実
施
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

な
お
、
市
外
か
ら
転
入
し
た
方
で
、
希

望
校
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
場
合
は
、
学

校
選
択
の
申
請
が
で
き
ま
す
の
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

指
定
校
変
更
・
区
域
外
就
学

　

学
校
選
択
制
の
他
に
、
保
護
者
の
申
し

出
に
よ
り
、
別
の
学
校
に
就
学
で
き
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

○

指
定
校
変
更

　

市
内
で
、
学
校
区
外
に
住
所
を
移
し
た

場
合

　
（【
例
】
大
竹
小
学
校
区
の
新
町
地
区
か

ら
小
方
小
学
校
区
の
小
方
地
区
へ
）、
原

則
転
校
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
通
学
し
て
い
る
学
校
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
な
ど
、
教
育
上
の
諸
問

題
で
お
悩
み
の
場
合
で
も
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○

区
域
外
就
学

　

市
外
に
住
所
を
移
し
た
場
合
、
転
校
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
学
期
途
中
で
あ

れ
ば
学
期
末
ま
で
、
ま
た
最
終
学
年
（
小

６
、
中
３
）
で
あ
れ
ば
卒
業
ま
で
な
ど
、

引
き
続
き
通
学
し
て
い
る
学
校
に
行
く
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
な
お
、
い
ず
れ
の
制
度
も
通
学
な
ど
は
、

保
護
者
の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
、
学
用
品
な
ど
の
費
用

を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対　

象

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

②
生
活
保
護
が
停
止
、ま
た
は
廃
止
に
な
っ

た
③
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
、
個
人

事
業
税
が
減
免
、
固
定
資
産
税
が
減
免

（
家
屋
新
築
に
よ
る
減
額
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
に
な
っ
た

④
国
民
年
金
の
掛
け
金
が
免
除
さ
れ
た

⑤
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
ま
た
は
徴
収

猶
予
さ
れ
た

⑥
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
（
児
童

手
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

⑦
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て

い
る

⑧
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を
受
け
て
い
る

⑨
経
済
的
に
就
学
が
困
難
で
あ
る

※
⑨
は
、
生
活
保
護
法
に
準
じ
て
計
算
し

た
収
入
認
定
額
が
需
要
額
の
１
・
24
倍
以

下
が
対
象
で
す
。

援
助
費
目

　

認
定
さ
れ
れ
ば
、
次
の
項
目(

対
象
①

の
場
合
は
一
部)
が
援
助
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

学
用
品
費　
学
習
に
直
接
必
要
な
も
の

校
外
活
動
費　
参
加
す
る
た
め
に
直
接
必

要
な
見
学
料
、
交
通
費
な
ど

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
な
ど　

新
入

学
に
要
す
る
も
の
（
新
小
学
１
年
・
新
中

学
１
年
を
対
象
に
入
学
前
の
３
月
中
旬
ご

ろ
に
支
給
し
ま
す
）

修
学
旅
行
費　
修
学
旅
行
に
直
接
必
要
な

交
通
費
、
宿
泊
費
な
ど

医
療
費　
学
校
で
治
療
の
指
示
を
受
け
た

場
合
、
そ
の
治
療
に
要
す
る
医
療
費

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費　

家
庭
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
に
用
い
る
通
信
費
の
一
部

（
持
ち
帰
り
学
習
を
実
施
す
る
学
年
・
期

間
の
み
）

申
請
受
付
期
間

　
１
月
６
日
㈪
〜
２
月
７
日
㈮

※
こ
の
期
間
以
降
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
認
定
月
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
必
要
書
類
の
提
出
が
遅
れ
る
場
合

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
令
和
６

年
度
分
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

提
出
先

　

総
務
学
事
課
ま
た
は
就
学
（
予
定
）
先

の
小
・
中
学
校

学校選択の結果を
お知らせします―

問い合わせ
　総務学事課　☎59-2185

学
用
品
な
ど
の
費
用
を
援
助

就
学
援
助
制
度

　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

総
務
学
事
課　

☎
59
２
１
８
５

学校選択希望申請結果
（令和６年12月６日現在）

○小学校
学校名 １年
玖　波 0
小　方 4
大　竹 5

○中学校
学校名 １年
玖　波 1
小　方 11
大　竹 9
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自転車は軽車両なので、横断歩道
では歩行者優先です。

「自転車は便利ですが、整備してい
ないと危険な乗り物になります」
と説明する岡田さん。

「あごひもは指が２本入る
くらいの長さに」と説明
する柴田選手。

参加者が持参したヘルメット。スポーツタイプの
ものや帽子型のものと、形や色もさまざまです。

ＣＥマーク ＳＧマーク ＪＣＦマーク

安全基準を満たすマークの一例

　

10
月
29
日
、
さ
か
え
公
園
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
大
竹
交
通
安
全
協
会
、
大
竹

警
察
署
と
の
共
催
に
よ
り
、
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
自
転
車
安
全
利
用
の
た
め
の
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
県
自
転
車
協
同
組
合
大

竹
支
部
の
岡
田
和
也
さ
ん
か
ら
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
重
要
性
と
正
し
い
着
装
方
法
や

自
転
車
の
点
検
整
備
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
大
竹
警
察
署
交
通
課
の
志
水
孝
章
警

部
補
か
ら
、
交
差
点
や
踏
切
で
の
一
時
停

止
、
左
右
後
方
の
安
全
確
認
や
手
信
号
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
を
走
行
し
て
、
安
全
な
乗
り
方

に
つ
い
て
実
技
講
習
を
受
け
た
参
加
者
か

ら
は
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
身
を
守
る

た
め
に
重
要
で
す
ね
」「
交
差
点
の
左
右

確
認
は
も
ち
ろ
ん
、
後
方
を
確
認
す
る
こ

と
も
大
切
な
ん
で
す
ね
」「
手
信
号
は
難

し
い
で
す
ね
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

自
転
車
に
関
す
る
道
路
交
通
法
改
正

　

令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら
新
た
に
罰
則

が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用

　

６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
10
万
円
以

下
の
罰
金

※
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
は
、

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の

罰
金

酒
気
帯
び
運
転

　

３
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の

罰
金

※
車
両
提
供
者
や
酒
類
提
供
者
、
同
乗
者

も
、
罪
に
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
選
び
の
ポ
イ
ン
ト

①
販
売
店
に
相
談
し
て
自
分
の
サ
イ
ズ
に

合
っ
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

②
高
い
安
全
性
の
基
準
に
適
合
し
た
「
Ｓ

Ｇ
マ
ー
ク
」
な
ど
が
つ
い
た
も
の
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

ヘルメットの正しい着け方

① 後ろに傾けて
か ぶ ら な い。
左右対象にな
るようにかぶ
ります。

② あごひもが耳
の下でＶ字に
なるように締
めます。

③ あごとひもの
間に、指が１
～２本程度入
るよう調整し
ます。緩すぎ
ると転倒時や
衝 突 し た と
き、ヘルメッ
トがずれてし
まう恐れがあ
ります。

問
い
合
わ
せ　

自
治
振
興
課　

☎
59
２
１
４
２

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

あ
な
た
の
命
を
守
り
ま
す

高
齢
者
の
た
め
の
自
転
車
安
全
利
用
講
習
会

最後は参加者全員で記念撮影。 久保田選手を先頭に、手信号を使用しながら運転。

　

12
月
４
日
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
広
島
事
業

所
（
御
幸
町
）
で
、
従
業
員
を
対
象
と
し

た
自
転
車
交
通
安
全
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
最
初
に
、
大
竹
警
察
署

交
通
課
の
志
水
孝
章
警
部
補
か
ら
、
自
転

車
に
関
す
る
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら
新
た
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
罰
則
な
ど
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
県
自
転

車
協
同
組
合
大
竹
支
部
の
竹
野
博
雄
さ
ん

と
矢
野
富
士
夫
さ
ん
か
ら
、
自
転
車
の
点

検
整
備
の
解
説
。
最
後
に
、
プ
ロ
自
転
車

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
チ
ー
ム
『
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー

ル
広
島
』
の
キ
ャ
プ
テ
ン
柴
田
雅
之
選
手
、

久
保
田
悠
介
選
手
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
宮

﨑
健
太
さ
ん
か
ら
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
目

線
で
自
転
車
に
乗
る
際
に
気
を
付
け
て
い

る
こ
と
な
ど
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

屋
外
の
実
技
指
導
で
は
『
ヴ
ィ
ク
ト

ワ
ー
ル
広
島
』
の
選
手
が
出
合
い
頭
の
事

故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点
な
ど
を
実
践
し

て
み
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
従
業
員
ら
は
実

際
に
自
転
車
に
乗
り
、
手
信
号
を
使
用
し

な
が
ら
コ
ー
ス
を
走
行
し
、
安
全
な
自
転

車
の
乗
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
自
転
車
に
よ
く
乗
っ
て
い
る

自
転
車
が
大
好
き
な
倉
本
幸
弘
さ
ん
は「
法

律
を
し
っ
か
り
守
っ
て
こ
れ
か
ら
も
安
全

に
自
転
車
に
乗
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
」
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
よ
う
で
す
。

問い合わせ　自治振興課　☎59-2142

プロに学んだ
安全な自転車の乗り方
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